
ＶＯＣ削減によるＳＰＭ・光化学オキシダントの改善効果 

 
１． ＳＰＭ環境基準達成率の改善効果 

ＶＯＣを削減した場合の将来（平成２２年度）における環境基準達成率の改善効

果を推計するために、測定局ごとに、①ＶＯＣ削減が無かった場合の将来の日平均

値を推計し、②その結果にＶＯＣ削減時の改善効果を掛け合わせてＶＯＣ削減時の

将来の日平均値を推計し、その値を用いて環境基準の達成・非達成の評価を行った。 
 

表 ＶＯＣ削減によるＳＰＭ環境基準達成率の改善効果（自動車 NOx・PM法対策地域） 
 平成 12年度 平成 22年度 

ＶＯＣ削減率 － ０％ 20％減 30％減 40％減 50％減 

一般局 ８１．１ ９２．６ ９４．９ ９５．５ ９５．７ ９５．７ 

自排局 ５４．２ ７４．７ ８３．１ ８６．１ ８９．８ ９０．４ 
環境基

準 
達成率 

合計 ７４．１ ８７．９ ９１．８ ９３．１ ９４．２ ９４．３ 
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２． 光化学オキシダントの改善効果 
平成１２年度の光化学オキシダント注意報の発令状況が、ＶＯＣを削減した場合

どの程度改善するかを推計した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 ＶＯＣ削減による光化学オキシダント注意報レベル非超過割合の変化及び 
光化学オキシダント注意報発令延べ日数の変化 

 


